
2014年度　大分大学（物理学）

概要

（試験概要）

解答方式 大問数 難易度 点数 時間
記述式 ３問 標準 ２科目１２０分　

（設問別分析）

問題番号 領域 難易度 内容
１ 力学 標準 円運動
２ 熱力学 標準 断熱変化，定圧変化
３ 電磁気学 やや易しい コンデンサ，非線形抵抗

（傾向・対策）やや易しい問題から標準的な問題が大半を占めるが，解答形式が論述タイプ
なので，普段から論理的かつ簡潔に解答へ至るプロセスを書くための練習が不可欠である。ま
た，本年の大問１のように，少し計算力を要する問題も含まれているので，しっかりと演習を
積む必要があるだろう。
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問題１

問 1 力学的エネルギー保存則より，

mAgl(1 − cos θ) =
1

2
mAv2

A

∴ vA =
√

2gl(1 − cos θ)

問 2 運動量保存則より，

mAvA = mAVA + mBVB

また，反発係数の定義より，

e =
VB − VA

VA

以上２式より，

VB =
(mA(e + 1)

mA + mB

√
2gl(1 − cos θ)

問 3 題意より，

mB
v2

l
= −mBg cos α

∴ v =
√

−gl cos α

問 4 物体Bの鉛直方向および水平方向の速度 v1，v2は，

v1 = v sin α

v2 = v cos α

よって，物体が最高点に達する時刻 tは，

t =
v sin α

g

ゆえに，

XQ = l sin α +
v2 sin α cos α

g
= l sin2 α

YQ = −l cos α

(
1 +

sin2 α

2

)
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問 5 x方向および y方向についてそれぞれ考察すればよい。

x方向：l sin α + v ×

√
6l

g
cos α

y方向：− l cos α + v ×

√
6l

g
− 1

2
g × 6l

g

以上２式より，

cos α = −1

2
, α =

2π

3

問 6

mB

mA

; 0.26
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問題２

問 1 理想気体の状態方程式より，

PA =
4RT

Sl

問 2 理想気体の内部エネルギーは温度のみの関数なので，0。

問 3 （ウ）の操作に前後において，内部エネルギーは変化しない。よって，

U =
15

2
RT

問 4 領域ABおよびCそれぞれについて理想気体の状態方程式を立てると，

PS(4l − x) = 2RT

PS(l + x) = RT

よって，

x =
2

3
l

問 5 熱平衡状態に落ち着くまで，しきり板はゆっくりと移動する。

問 6

∆W =
2

3
RT

問 7 定圧モル比熱Cp = 5/2Rを用いると，

Q =
5

3
RT

問 8 ポアッソンの関係式より，

P ′
A =

(
10

3

) 5
3 RT

Sl

問 9 問 8の結果より，

TC =
1

2

(
10

3

) 5
3

T
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問題３ー１

問 1 題意より，

Q =
ε0S

4d
V

問 2 電場と電位の関係を考慮すると，

E =
V

4d

問 3 （a）の結果をふまえると，

U =
ε0S

8d
V 2

問 4 略

問 5 略

問 6 コンデンサを直列に接続したものなので，

U =
3ε0S

32d
V 2

問 7 金属板を移動した後のコンデンサは，極板間隔が 3
2
dの 2つのコンデンサを直列に接続し

たものだと見なせる。よって，

U =
3ε0S

32d
V 2

問題３－２

問 1 グラフを読み取ると，

R = 10

問 2 キルヒホッフの法則 yり，

VB + 10IB = 3

問 3 問 2の結果より，IB = 0.2[A]，VB = 1[V]。
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